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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
新
し
い
技
能
実
習
生
16
名
が
、

令
和
２
年
１
月
17
日
㈮
に
日
本
へ
入
国
し
ま
し
た
。

　

入
国
後
、
栃
木
県
に
お
い
て
日
本
語
や
交
通
規
則
や

各
種
法
令
な
ど
所
定
の
講
習
を
終
え
、
２
月
７
日
㈮
に

厚
岸
町
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
入
国
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、受
入
農
家
14
戸
と
、協
議
会
役

員
や
Ｊ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
の
自
己
紹
介
後
、
こ
れ
か
ら
の

酪
農
実
習
内
容
や
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
㈪
〜
15
日
㈯
ま
で
の
一
週
間
、
酪
農
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
酪
農

の
基
礎
知
識
や
用
語
解
説
、
交

通
安
全
や
防
犯
対
策
、
健
康
管

理
や
賃
金
の
事
等
、
日
本
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
、
釧
路
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
に

よ
り
、
乳
牛
や
搾
乳
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
搾
乳
器

具
を
用
い
て
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
か
ら
、
本
格
的
な
実
習
開
始
と
な
り
、
現

在
は
、Ｊ
Ａ
エ
リ
ア
で
技
能
実
習
生
は
39
名
で
、
受
入

農
家
は
新
規
で
３
戸
が
増
え
、
24
戸
と
な
り
ま
し
た
。

（※

３
月
５
日
に
11
名
帰
国
、
受
入
農
家
１
戸
減
予
定
）

　

技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
日
本
の
酪
農

業
に
つ
い
て
の
技
能
習
得
に
努
め
、
日
々
の
実
習
や
生

活
に
つ
い
て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
農
家
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
、
技
術
や
知
識
習
得
並
び
に
生
活
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
な
が
ら
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
い
期
間
、
実
習
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

〜
新
規
実
習
者
16
名
、

　
　
　
　
実
習
開
始
〜

〜
新
規
実
習
者
16
名
、

　
　
　
　
実
習
開
始
〜

フィリピンから
外国人技能実習生を受入
フィリピンから
外国人技能実習生を受入

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令
和
２
年
１
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭
の
９
日
間
に
わ
た
り
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て
、
82
戸

の
農
家
の
方
々
が
令
和
２
年
度
の
営
農
計
画
樹
立
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
営
農
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
例
年
の
重
点
取
組
事
項
に
加
え
、
繁
殖
成
績

の
向
上
や
災
害
に
備
え
た
体
制
整
備
も
追
加
さ
れ
、
安
定
的
な
経
営
を
維
持
す
る
た

め
に
計
画
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
協
議
し
な
が
ら
、
１
年
間
の
経
営
計
画
を
し
っ
か
り
樹
立

し
、
計
画
達
成
に
向
け
必
要
な
こ
と
や
、Ｊ
Ａ
と
し
て
出
来
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
今
年
の
経
営
計
画
の
樹
立
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
粗
飼
料
調
整
も
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
作
業
は
行

え
ま
し
た
が
、
品
質
に
つ
い
て
は
若
干
刈
り
遅
れ
気
味
の
結
果
で
、
今
年
の
生
乳
生

産
も
不
安
が
残
る
要
素
も
あ
る
よ
う
で
す
。
組
合
員
の
努
力
に
よ
り
、
生
乳
生
産
実

績
は
前
年
対
比
で
１
０
１
・
５
％
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
の
営
農
計
画
の
目
標
数
値

は
１
０
０
・
７
％
と
、
前
年
よ
り
４
５
２
ｔ

増
の
結
果
で
、
１
戸
当
た
り
の
平
均
乳
量
は

８
０
２
ｔ
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
規
模
縮
小
な
ど

も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
増
産
に
向
け
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
に
つ
い
て
補
給
金
も
送
乳
調
整
金
が

０
・
５
銭
値
上
が
り
し
、
プ
ー
ル
乳
価
は
据

え
置
き
と
な
り
、
農
業
関
連
対
策
な
ど
の
補

助
事
業
も
措
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
際

的
な
動
き
も
加
速
す
る
中
、
生
産
基
盤
安
定

に
向
け
、
よ
り
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
営

農
計
画
達
成
の
た
め
に
、
ま
た
１
年
間
事
故

の
無
い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
２
月
10
日
㈪
に
は
臨
時
の
理
事
会

を
開
催
し
て
、
令
和
２
年
度
営
農
計
画
書
に

つ
い
て
は
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

出 荷 乳 量
（１戸平均）
生乳・補給金
農業収入計
収 入 総 額
農業支出計
支 出 総 額
差引過不足

令和２年度計画
64,945.3ｔ

81戸 801.7ｔ
6,950,285　
8,258,208　
8,800,874　
6,538,244　
8,589,705　
211,169　

平成31年度実績対比
100 .7％　
104 .4％　
104 .8％　
98 .0％　
98 .1％　
102 .2％　
99 .5％　
61 .7％　

平成31年度実績
64,493.0ｔ

84戸 767.8ｔ
6,630,818　
8,429,319　
8,972,588　
6,399,620　
8,630,524　
342,064　

平成31年度計画
64,017.5ｔ
84戸765.0ｔ
6,499,482　
7,900,341　
8,607,865　
6,031,555　
8,386,126　
221,739　

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

営農計画樹立協議の終了営農計画樹立協議の終了

令和２年も安定した生乳生産に取組みましょう！
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令
和
２
年
２
月
４
日
㈫
中
標
津
町
に
あ
る
「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
」
に
て
、

根
釧
地
区
農
協
組
合
長
会
が
主
催
す
る
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
Ｊ
Ａ
役
員
の
ほ
か
、
青
年
部
・
女
性
部
三
役
や
Ｊ
Ａ
幹
部
職
員
、
各
連
合
会
職

員
を
は
じ
め
と
し
た
２
２
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
役
職
員
13
名
と
、
青
年
部
・
女
性
部
役
員
５
名
の
計
18
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
『
報
道
さ
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
の

真
実
と
守
る
べ
き
日
本
の
宝
』
と
題
し
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
堤　

未
果
氏
が
講
演
さ
れ
、

「
持
続
可
能
な
農
業
を
続
け
る
に
は
協
同
組
合
が

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。」、「
ア
メ
リ
カ
と
の

安
全
保
障
に
食
は
武
器
に
な
る
。」
な
ど
食
料
や

種
子
法
、
水
資
源
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
協
同
組

合
が
必
要
で
あ
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
の
部
で
は
、『
日
本
農
業
の

復
活
〜
輸
出
で
稼
げ
る
日
本
農
業
を
作
る
〜
』
に

つ
い
て
㈱
資
源
・
食
糧
問
題
研
究
所
代
表
の
柴

田　

明
夫
氏
が
講
演
さ
れ
、
世
界
の
食
料
問
題

や
政
府
が
進
め
て
い
る
基
本
計
画
と
日
本
の
安
全

保
障
、
各
貿
易
協
定
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
、「
輸
出
で
稼
ぐ
た
め
に
農
業
資
源
を
フ
ル

活
用
す
る
。」、「
こ
れ
か
ら
は
水
資
源
の
保
全
・

利
用
と
成
長
戦
略
と
し
て
の“

医
福
食
農”

が
カ
ギ

と
な
る
。」
な
ど
、
日
本
農
業
の
食
の
多
様
性
と

萃
点
と
し
て
の
農
業
・
農
村
を
見
直
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
速
す
る
農
業
の
国
際
化
に
向
け
、
私
た
ち
農
協
組
織
が
で
き
る
食
料
と
農
業
・

農
村
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

ジャーナリスト 堤　未果氏㈱資源・食糧問題研究所代表　柴田　明夫氏 ジャーナリスト 堤　未果氏㈱資源・食糧問題研究所代表　柴田　明夫氏

根釧合同
JA役員研修会参加
根釧合同
JA役員研修会参加
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令
和
２
年
２
月
７
日
㈮
に
、
農
協
会
議
室
に
て
女
性

部
と
青
年
部
と
の
農
協
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
女
性
部
役
員
３
名
と
農
協
役
職
員
９
名

が
参
加
、
午
後
か
ら
は
青
年
部
員
９
名
と
農
協
役
職
員

８
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
１
月
下
旬
の
生
乳
生
産
状
況
及
び
12
月
末

ク
ミ
カ
ン
取
引
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
２
年
１
月
末
財
務
状
況
と
収
支
決
算

見
込
み
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
大
綱
に
つ
い
て
も
説

明
を
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
か
ら
は
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
必
要
、
宿
泊
施
設
で
の
Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ
設
置
な
ど

の
意
見
や
、
女
性
部
活
動
に
お
け
る
ヘ
ル
パ
ー
優
先
な

ど
の
要
望
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、Ａ
コ
ー
プ
の
商
品
価
格
の
こ
と
や
利
用
者
懇
談

会
の
実
施
に
つ
い
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
目
線
で
の
ご

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
性
部
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
部
員
増

加
に
つ
い
て
も
、Ｊ
Ａ
か
ら
の
協
力
・
支
援
も
お
願
い

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
に
お
い
て
は
、

来
年
度
の
畜
産
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
の
意
見
や
事
業
効
果
に

つ
い
て
の
質
問
や
、Ａ
２
ミ
ル
ク
や
雌
雄
判
別
精
液
な

ど
の
質
問
な
ど
も
あ
り
、
良
い
議
論
が
出
来
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
を
十
分
参
考
に
し
て
、

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
大
綱
を
樹
立
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
Ｊ
Ａ
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

女性部・青年部と
農協役職員との
意見交換会意見交換会



　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
正
午

よ
り
、
厚
岸
町
地
域
活
性
化
施

設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
お
い
て
、

太
田
草
地
利
用
組
合
の
46
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
齋

藤
組
合
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
来
賓
で
あ
る
Ｊ
Ａ

釧
路
太
田
徳
田
組
合
長
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
河
村
芳
則
氏
が
選

出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
で
あ
る

事
業
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

続
い
て
第
２
号
議
案
で
あ
る
事

業
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
議
案
に
つ
い

て
も
、
組
合
員
の
満
場
一
致
に

よ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
滝
川
監
事
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
祝
宴
が
催
さ
れ
、

今
年
も
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
の
草
地
維
持
を
行
う
こ
と
や
、

昨
年
の
秋
起
し
分
の
春
施
工

（
播
種
）
や
、
48
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
秋
施
工
（
耕
起
）
な
ど
継
続

的
な
草
地
改
良
を
行
っ
て
い
く

こ
と
や
、
今
年
の
良
質
粗
飼
料

を
よ
り
効
率
良
く
作
業
を
行
う

か
な
ど
、
課
題
や
今
後
の
方
針

な
ど
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
も
な
り
、

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

6

　

令
和
２
年
１
月
28
日
㈫
午
前

11
時
よ
り
、
尾
幌
酪
農
ふ
れ
あ

い
館
に
お
い
て
、
第
57
回
の
尾

幌
長
生
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
長
で
あ
る
高
橋　

司
次
氏

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
来
賓

で
あ
る
佐
藤　

暁
慎
氏
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
総
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
高
橋
会
長

の
乾
杯
に
よ
り
祝
宴
が
始
ま
り
、

年
末
年
始
の
出
来
事
や
令
和
２

年
初
の
正
月
を
迎
え
た
こ
と
、

い
く
つ
も
の
時
代
を
生
き
て
き

た
思
い
出
や
苦
労
話
に
花
が
咲

き
短
い
ひ
と
時
を
仲
間
と
語
ら

い
な
が
ら
、
ま
た
元
気
で
１
年
が
過
ご
せ

る
よ
う
に
口
々
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
元
気
で
様
々
な
行
事
な
ど

に
参
加
し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

太田草地利用組合 通常総会の開催太田草地利用組合 通常総会の開催太田草地利用組合 通常総会の開催

第57回尾幌長生会総会の開催第57回尾幌長生会総会の開催第57回尾幌長生会総会の開催

地域の出来事地域の出来事地域の出来事
クローズアップ
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令
和
２
年
１
月
25
日
㈯
に
釧
路
パ
レ
ス
ボ
ウ
ル
に
お

い
て
、
令
和
元
年
度
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
６
Ｊ
Ａ
と
各
連
合
会
の
役
職
員
の
方
々
、
総
勢

１
２
０
名
が
参
加
し
、
各
Ｊ
Ａ
役
職
員
対
抗
で
ス
コ
ア

を
競
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
か
ら
は
、
５
チ
ー
ム

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
開
会
あ
い
さ
つ
は
釧
路
地
区
農
協
組
合

長
会
の
川
口
会
長
が
述
べ
ら
れ
、
始
球
式
は
北
海
道
農

業
公
社
釧
路
支
所
の
尾
居
支
所
長
が
投
球
さ
れ
、
ゲ
ー

ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
行
事
で
あ
り
、
多
く
の
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
役
職

員
が
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
勝
負
の
結
果
、
団
体
戦
で
は
我
が
Ｊ
Ａ
釧

路
太
田
Ｄ
チ
ー
ム
（
山
吉（
了
）、
竹
中
、
河
村
、
谷
口
）

が
準
優
勝
し
、
個
人
賞
の
女
性
の
部
で
高
杉　

美
里
さ

ん
が
見
事
優
勝
し
、
第
３
位
に
は
本
間　

佳
菜
さ
ん
が

入
賞
し
最
多
ス
ペ
ア
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
釧
路
霧
の
ビ
ー
ル
園
で
表
彰
式

と
交
流
会
が
行
な
わ
れ
、Ｊ
Ａ
職
員
や
連
合
会
職
員
と

の
良
き
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

地域の出来事地域の出来事地域の出来事
クローズアップ

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員

　
　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
！

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員

　
　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
！

◀団体戦準優勝
　JA釧路太田Dチーム

　　　　▲個人賞女性の部優勝 高杉美里さん
◀個人賞女性の部３位 本間佳菜さん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令
和
２
年
２
月
８
日
㈯
、
厚
岸
町
活
性
化
施
設
ら
く

と
ぴ
あ
に
て
、
町
内
の
小
学
生
６
名
（
ほ
か
保
護
者
１

名
）
を
対
象
と
し
た
「
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
よ
り
、
厚
岸
町
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

の
石
岡
管
理
栄
養
士
を
講
師
に
、
食
品
衛
生
講
習
を
学

び
、
そ
の
後
は
厚
岸
町
の
牛
乳
を
使
っ
た
バ
タ
ー
で
マ

ド
レ
ー
ヌ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ド
レ
ー
ヌ
作
り
の
講
師
に
は
、
当
農
協
女
性
部
部

長
の
寺
島
さ
ん
と
、
副
部
長
の
佐
藤
由
美
子
さ
ん
に
依

頼
し
、
極
み
る
く
を
使
っ
て
バ
タ
ー
を
作
り
、
出
来
上

が
っ
た
バ
タ
ー
を
使
っ
て
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
作
り
ま
し
た
。

バ
タ
ー
作
り
を
経
験
い
た
こ
と
の
な
い
子
が
多
く
、
と

て
も
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

厚
岸
町
主
催

通信女性部

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　近年、女性の正組合員が増えてきていることから、農業者年金につ
いて改めて勉強しようという趣旨のもと、令和２年２月12日㈬、当
農協会議室にて、一般社団法人 北海道農業会議より、総務・企画担
当次長の幡野千春氏を招き、女性部９名、事務局２名、農業委員会３
名が参加し、農業者年金についての講習会が開催されました。
　内容については、掛金の設定についてや何歳まで加入できるのか、
また、メリットなど基本的なことを学びました。
質疑応答の時間では、たくさんの質問があり、若い世代の方にも理解
を深めてもらえる良い講習会となりました。
　講習会終了後に出た質疑につきましては、当農協営農畜産課、また
は厚岸町役場農業委員会までご連絡をいただければお応えいたします
ので、お気軽にお問い合わせくださいますようよろしくお願い致しま
す。

ＪＡ釧路太田女性部
厚岸町役場農業委員会

～農業者年金講習会～～農業者年金講習会～

通信女性部
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ホット
ライン

釧路農業改良普及センター釧路東部支所

融雪剤施用で春作業を
　　　　　 順調にスタート

　３月に入り、日も長くなって春の訪れを実感してきました。今月は、融雪剤の効果的な施用方法を考
えていきます。
　⑴融雪剤施用のメリット
　　ほ場乾燥が早期化するので
　　⇒①施肥が早く可能に　
　　　　→・萌芽期の施肥で牧草の生育促進(図1)
　　⇒②耕起が早く可能に　
　　　　→・飼料用とうもろこしの栽培日数が確保できる。
　　⇒③放牧の早期化を図れる。

　⑵融雪剤の効果は
　　平成30年に厚岸町７箇所で、融雪剤施用の有無による融雪の違いを調査しました。
　　写真の木札の右側が融雪剤を撒いた区画、左側が融雪剤を撒かなかった区画です。

　　施用の有無による融雪の効果ははっきりしています（図２）。

　⑶融雪剤の施用時期は
　　◆日中の最高気温がプラスで、平均気温が－3℃以上
　　◆施用後20cm以上の降雪が見込まれないことが目安
　　　です。
　　　　　↓
　　　厚岸町ですと、3月12日ころになります。

　⑷融雪剤の施用方法は
　　☆施用量は、40 ～ 60kg/10a
　　　※防散融雪炭カル（カーボンブラック防散炭カル（アルカリ分50%））の場合
　　☆「吹き溜まり」、「防風林の際」は確実に散布しましょう。
　　☆撒くときムラがあってもOKです（図３）。

エンジン始動前に周囲を確認　春の農作業安全確認運動がスタート（3月1日～5月31日）
■お問い合わせ先／普及センター東部支所　TEL.0153－65－2021

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※写真は、大別観測点
　のもの

３月12日（試験区設置） ３月13日（1日目） ３月14日（２日目）
【提供】釧路太田広域活動
　　　 保全組織

写真 カーボンブラック防散炭カル

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

防
散
炭
カ
ル
な
ら
、

ア
ル
カ
リ
分
が
粒
状

炭
カ
ル
と
同
じ
だ
か
ら
、

土
壌
の
酸
度
矯
正
に
も

な
る
な

図２　融雪剤の有無と融雪の違い（平成30年）
　　　厚岸町７箇所平均

３/120
5
10
15
20
25

３/13 ３/14 ３/15 ３/16

積
雪
深
（
㎝
）

融雪剤あり区

【提供】釧路太田広域活動保全組織

融雪剤あり区

図１　施肥時期と１番草収量の関係
（1985 松中、小関）

400
450
500
550
600
650

１
番
草
乾
物
収
量
（
㎏
／
10
ａ
）

萌芽期
（4月24日頃）

幼穂形成期
（5月4日頃）

伸長期
（5月15日頃）
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ホ ク レ ン JA北海道厚生連

J A 北 海 道 信 連 JA共済連北海道

JA北海道中央会

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹
介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイト
をご覧ください。

信通グループJAグループJA

　ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャンペ
ーン』を実施しております。ＪＡ共済ホームページ
から「こども共済」の資料をご請求いただいた方に、
『ＪＡ共済オリジナル　アンパンマンはらまき』を
プレゼントしております。キャンペーンは令和２年
３月27日(金)までで、先着60,000名様限定となって
おります。この機会にＪＡ共済のホームページにア
クセスいただけますよう
お待ちしております！
〇ＪＡ共済ＨＰアドレス
　https://
　www.ja-kyosai.or.jp/

　冬至シーズンの道産かぼちゃ供給に向けてホクレ
ンが商品化した銘柄「りょうおもい」を使った煮付
けとあんこを組み合わせた総菜「冬至かぼちゃ」を
セイコーマートが新規開発し、昨年12月に道内と茨
城県に展開する全店で冬至前後の期間限定での試験
販売をしました。「りょうおもい」は、ホクレンが
品種選定、貯蔵技術の研究
を進め、生産者・消費者双
方の「思い」として命名し、
ホクホク感と甘味のバラン
スのとれた、おいしいかぼ
ちゃです。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを
目的として、広報誌「すまいる」を発行しております。
年3回発行しており、様々な医療・健康情報を発信
しております。
　ホームページ
にもバックナン
バーを掲載して
おりますので、
是非ご一読くだ
さい。

　ＪＡグループ北海道は北海道コンサドーレ札幌の選手やサポーターに、農業と食について考えてもらうこと
を目的として、「コンサ・土・農園（コンサ・ド・ファーム）」を開園しています。収穫した「トウモロコシ」や「馬
鈴しょ」はコンサドーレのホームゲーム時にチャリティー販売を行い、その収益によりサッカーボールを購入し、
道内の児童養護施設に寄贈しています。
　今年度の募金額は174,916円となり、道内24か所の児童養護
施設に48個のサッカーボールを贈呈することができました。
この取り組みは平成21年より実施しており、サッカーボール
の累計贈呈数は今年度で約500個となっております。
　１月30日に道内の児童養護施設を代表して札幌市内の養護
園で贈呈式を行い、ＪＡグループ北海道より、ＪＡ北海道中央
会の飛田会長、北海道コンサドーレ札幌より河合Ｃ.Ｒ.Ｃとド
ーレくんがサッカーボールを贈呈しました。

　1月22日、旭川市内で「ＪＡバンク北海道農業経
営セミナー」を開催しました。北海道農業の未来に
向けた農業経営者の「経営力向上」をテーマに講演
が行われ、全道各地の農業経営者などが参加されま
した。講演では、農福連携・農福一体の取り組みや、
地域ぐるみのブランド
戦略等の事例について
各講演者から説明があ
りました。講演後、交
流会も催し農業経営者
間の情報交換及び連携
強化を図りました。



広場みんなの広場みんなの
コミュニケーション

　先月まで雪がなかったはずなのにいっきに降り
ましたね。昨年までは家族や近所の人が除雪をし
ていてくれて一度も雪かきをした事なかったのに
引っ越しをした為自分でやることに…。除雪がこ
んなにツライとは思いませんでした!!もう雪は降
ってほしくないですね。

（ペンネーム／でんすけスイカ）

　いつお便り楽しみにしています。２月に入り、
ちょうじりを合わせるかのように雪が降り、除雪
作業に追われています。あたたかな春を“はやく
こないかなぁ”と待ちわびています。コメントを
考えるのも古◯家の楽しみです。笑

（ペンネーム／よいとまけ）
　かまくらで、おもちをたべました。

（ペンネーム／うめおかか）

　最近は雪も降って滑るし、寒いし、体がツライ。
コロナウイルスも危ないし、うがい、手洗いをし
て気を付けましょう　　　（ペンネーム／雪女）

　新型コロナ、こわいです。１日も早くおさまっ
てほしいですね。ついでに雪かきもいらないです
ね。　　　　　（ペンネーム／パプリカーサン）

　コロナウイルス道東に来ないで！今週は分娩が
多く、それでも皆元気にしてます。この調子で乗
り切るぞー　　　　　（ペンネーム／ひまわり）

12

　この度、一身上の都合により２月29日をもちまして退職いたしま
した。
　約６年間という短い時間ではございましたが、組合員の皆様をは
じめ役職員、地域の方々から公私にわたりご指導、ご鞭撻を賜り心
より感謝申し上げます。
　平成26年に釧路太田農協に奉職以来、管理課・営農畜産課と２つ
の部署を担当させて頂きました。
　力不足もあり、ご迷惑をおかけする場面もございましたが、組合
員の皆様をはじめ役職員の皆様の温かいご指導の下、各部署におい
て教科書を読むだけでは学べない事を沢山、経験する事ができまし
た。また営農畜産課では「あっけし極みるく」を通じて組合員の皆
様をはじめ地域の皆様、JA内外の方々とも係わることができ充実
した日々を過ごす事ができました。
　今後は新たな道へ進むこととなりますが、沢山の方々との出会い
や経験を糧に今後の人生を歩んで参りたいと思います。
　最後になりますが、組合員・役職員の皆様のご健勝と釧路太田農
業協同組合の益々のご発展を祈念申し上げ退職のご挨拶とさせてい
ただきます。
　短い間でしたが大変お世話になり、誠にありがとうございました。

営農畜産課　生産振興係

遠　田　直　史



● 編 集 後 記 ●

　身近で起きた出来事やベストショット写真、ＪＡに対するご意見・ご要望など、読者の皆様
からのご応募お待ちしております。
　別紙の応募用紙に氏名・住所・電話番号を記入して、ＪＡ釧路太田事務所・Ａコープおおた
店・ホクレン太田・尾幌スタンド・酪農支援センターにある応募箱に投函してください。大募集!!

記事・写真・イラストなど

　雪が少なく穏やかな正月と言っていたら、一気
に寒波とドカ雪がやってきました。余計なことを
言ったかな…（ペンネーム／コンサ大好き親父）

　やはりふりましたね。もう寒いのはいやですね。
早く桜の咲く春になってほしいですね。むしはい
やですけどね。（ペンネーム／ニャン子大好き）

　最近、テレビや新聞で新型コロナウイルスが話題になっています。全
国で感染が確認されていますが、北海道でも感染者がどんどん増えつい
に釧路管内でも感染が確認されたようです。テレビや新聞の報道による
と、予防に有効なのはうがい、手洗いとのこと。３月は引越しなどで人
の移動が多い時期なので、外出から戻ったらうがい手洗いを徹底し、感
染を予防しましょう！
　さて、私事ですが２月いっぱいで退職いたしました（今月号の記事に
もなっています！）。広報誌ではこうして偶に編集後記の作成や、記事
を作成していましたがそれも今月号で最後となります。短い間でしたが
ありがとうございました！　　　　　　　　　　　　編集担当／Ｎ.Ｅ

（ペンネーム／るいびっち）

（ペンネーム／ここちゃん）
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（ペンネーム／ちゃん）

（ペンネーム／レナ）



r m a t i o n
JAインフォメーション

I n f oJA
１．令和２年１月下旬現在の生乳生産状況について

２．令和元年12月末クミカン精算状況及び
　　令和２年１月末クミカン取引状況について
　　　別　紙

第２回 令和２年２月10日㈪臨時理事会報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項 議 決 事 項

釧路管内当 農 協
102.7％
102.1％

101.6％
100.6％

101.3％
100.9％

１月下旬
累　　計

全　　道
１．各種貸付金の貸付承認について
　　　別　紙

２．令和２年　営農計画及び供給限度額・貸越極
　　度額の設定について
　　　別　紙

３．令和２年　理事に対する営農計画及び
　　供給限度額・貸越極度額の設定について
　　　別　紙

行事予定3月
令和２年

購買店舗棚卸監査

外国人巡回（～６日）

二瓶賞表彰式・祝賀会

JAグループ北海道 JA職員採用合同説明会

外国人帰国（11名)

一般市場

フィリピン面接訪問（～12日）

釧路地区農協青年部協議会部長会議

Ａコープ特売日

一般市場

釧路チャレンジ酪農シンポジウム

２ ㈪

３ ㈫

４ ㈬

５ ㈭

９ ㈪

11 ㈬

12 ㈭

13 ㈮

welcomeデイリー就農相談会（東京）

釧路管内営農担当者協議会

乳牛市場

一般市場

春分の日

外国人パスポート更新送迎（２名）

第１回理事会

Ａコープ特売日

一般市場

決算監査（～４/１）

14 ㈯

17 ㈫

19 ㈭

20 ㈮

24 ㈫

25 ㈬

26 ㈭

30 ㈪

農協だより
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